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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステントをバルーンに圧着する方法であって：
　前記バルーンを初期直径から最終直径に膨張させるステップと；
　前記バルーンが弛緩状態を形成するように前記バルーンを収縮させるステップと；
　前記バルーンを収縮させた後に前記ステントを前記バルーンに圧着するステップとを備
える；
　方法。
【請求項２】
　前記膨張させるステップは、前記バルーンが少なくとも１つの予め設けられた熱処理さ
れた折り目を有する縮小形態から前記バルーンを膨張させるように構成された、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記膨張させるステップは、前記バルーンにおける折り目が除去されるように、折り畳
まれた縮小形態から開いた形態に前記バルーンを膨張させるように構成された、請求項１
又は請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記圧着するステップは、前記ステントを前記バルーンに被せる際に前記バルーンを再
膨張させるように構成された、請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ステントを前記バルーンに被せるステップの前に前記膨張させるステップおよび前
記収縮させるステップを繰り返すステップを更に備える、請求項１乃至請求項４のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記バルーンは、縮小形態にあるときには予め設けられた折り目を有し；
　前記折り目が除去されるように前記バルーンを膨張させるステップと；
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　前記折り目が除去された後に前記バルーンに前記ステントを被せるステップとを備える
；
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記折り目が部分的に再形成されるように前記ステントを圧着する前に前記バルーンを
収縮させるステップを更に備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記バルーンが縮小形態にあるときに、前記折り目は前記バルーンの膜において形状記
憶により形成されるように構成されるとともに、前記圧着するステップは、前記バルーン
における前記形状記憶の一部が依然として前記膜に存在する状態で前記ステントを前記バ
ルーンに圧着するように構成された、請求項６又は請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記バルーンは、前記縮小形態において、前記バルーンが最小外形となるように予め複
数のウイングまたはプリーツの状態に設けられた前記膜を有する、請求項６乃至請求項８
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記バルーンは非可撓性のバルーンである、請求項６乃至請求項９のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記膨張させるステップは、前記バルーンにおける複数の熱処理された折り目を開くよ
うに構成された、請求項６乃至請求項１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　バルーンカテーテルであって：
　縮小形態にあるときに少なくとも１つの予め設けられた折り目を有するように構成され
たタイプのバルーンと；
　前記バルーンの前記少なくとも１つの予め設けられた折り目がなくなるように前記バル
ーンに押し付けられるステントとを備える；
　バルーンカテーテル。
【請求項１３】
　前記ステントが押し付けられるときに、前記バルーンは、前記少なくとも１つの予め設
けられた折り目が少なくとも１つの不規則な折り目に置き換わるように構成された；
　請求項１２に記載のバルーンカテーテル。
【請求項１４】
　前記バルーンは非可撓性のバルーンである、請求項１２又は請求項１３に記載のバルー
ンカテーテル。
【請求項１５】
　前記バルーンは縮小形態にあるときに複数の予め設けられた折り目を有し、前記ステン
トが前記バルーンに押し付けられるときに、前記複数の予め設けられた折り目が前記ステ
ントの前記バルーンへの前記押し付けによって生じる不規則な折り目に置き換わるように
構成された、請求項１２乃至請求項１４のいずれか一項に記載のバルーンカテーテル。
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